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川
西
町
が
四
月
三
十
日
付
で
自
治
大

臣
の
公
示
に
よ
り
過
疎
地
域
対
策
緊
急

措
置
法
の
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

た
。
予
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
で
過
疎
対
策
に
国
県
の
力
強
い
援

助
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
町
財

政
に
と
っ
て
も
大
き
な
救
い
で
あ
る
。

　
俗
に
過
疎
法
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の

法
律
は
、
昨
年
四
月
超
党
派
に
よ
る
議

員
立
法
と
し
て
成
立
し
、
公
布
さ
れ
鵡

そ
の
目
的
は
、
過
疎
地
域
に
対
し
て
必

要
な
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り

人
口
の
過
度
の
減
少
を
防
止
す
る
と
と

も
に
地
域
社
会
の
基
盤
を
強
化
し
、
住

「
・
－
ら
璽
審
晋
ー
，
瞥
ー
唇
ー
ー
5
甚
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民
福
祉
の
向
上
と
地
域
格
差
の
是
正
を

は
か
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
各
種
の
施
策
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

振
興
目
標
の
四
つ
の
柱

　
ま
ず
、
対
策
の
目
標
と
し
て
①
交
通

通
信
連
絡
の
確
保
②
住
民
福
祉
の
向
上

③
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
増
大
④
地
域

社
会
の
再
編
成
、
と
い
う
四
つ
の
柱
が

示
さ
れ
て
い
る
。
過
疎
地
域
の
市
町
村

は
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
県

知
事
の
定
め
る
過
疎
地
域
振
興
方
針
に

基
づ
く
過
疎
地
域
振
興
計
画
を
作
成
レ

愚
　
　
犀
　
　
塾
　
　
ー
　
　
5
　
　
督
　
　
－
　
　

聾

議
会
の
議
決
を
経
て
実
施
に
移
す
こ
と

と
な
る
。
こ
の
振
興
計
画
に
基
づ
い
て

行
な
う
事
業
に
対
し
て
国
県
か
ら
い
ろ

い
ろ
の
援
助
が
与
え
ら
れ
る
。

　
最
も
重
要
な
財
政
措
置
に
つ
い
て
は

国
庫
補
助
の
特
例
と
過
疎
債
の
二
本
立

て
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
に
つ
い
て
は

①
統
合
に
伴
う
学
校
建
築
②
保
育
所
新

設
改
造
③
消
防
施
設
等
に
つ
い
て
補
助

率
を
倍
増
し
て
三
分
の
二
と
し
、
過
疎

債
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
道
路
、
診
療

施
設
、
簡
易
水
道
そ
の
他
各
種
の
事
業

に
つ
い
て
起
債
を
認
め
ら
れ
る
。
こ
の

過
疎
債
に
つ
い
て
は
償
還
額
の
七
Q
％

を
交
付
税
で
補
て
ん
す
る
措
置
が
あ
為

ま
た
、
こ
の
法
律
の
大
き
な
特
色
と
し

て
、
基
幹
的
な
市
町
村
道
等
を
県
が
市

町
村
に
代
わ
っ
て
整
備
す
る
代
行
事
業

の
制
度
が
あ
る
。
そ
の
他
医
療
の
確
保

農
地
転
用
許
可
等
の
配
慮
を
は
じ
め
、
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コ

　
　
歩
行
者
は
歩
道
を
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

　
　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
↓

沿
道
関
係
者
の
ご
理
解
を
一

　
い
た
だ
い
て
交
通
安
全
施
”

設
事
業
と
し
て
歩
道
の
建
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

設
を
進
め
て
い
ま
す
o
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
写
真
は
、
県
道
小
千
谷
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
・
千
手
・
十
日
町
線
高
原
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
田
地
内
の
歩
道
で
す
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
こ
の
歩
道
を
利
用
し
て
い
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
た
だ
き
、
．
事
故
防
北
に
協
｝

　
力
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

営
農
改
善
や
住
宅
建
設
に
対
す
る
金
融

措
置
、
誘
致
工
場
や
企
業
に
対
す
る
税

制
措
置
等
各
般
に
わ
た
っ
て
キ
メ
細
か

い
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

過
疎
現
象
の

　
　
　
克
服
め
ざ
し
て

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ

る
要
件
は
何
か
。
そ
れ
は
①
国
勢
調
査

に
よ
る
人
口
が
過
去
五
年
間
に
一
〇
％
σ

以
上
減
少
し
、
か
つ
②
最
近
三
か
年
間

に
お
け
る
財
政
力
指
数
の
平
均
が
O
、
四

未
満
の
市
町
村
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
法
律
の
で
き
た
当
時
は
、

四
十
年
国
勢
調
査
の
結
果
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
川
西
町
は
人
口
減
一
二
・
六

％
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政

力
指
数
が
○
・
四
〇
三
と
わ
ず
か
に
基

準
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
た
め
惜
し
く
も

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
今
度
四
十
五

年
国
勢
調
査
の
結
果
人
口
減
一
9
0
二

％
『
、
財
政
力
指
数
○
・
三
六
六
と
な
り

よ
う
や
く
法
律
の
恩
典
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
町
で
は
目
下
企
画
室
を
中
心
に
振
興

計
画
の
作
成
を
急
い
で
い
る
が
、
新
年

度
の
事
業
の
中
に
は
、
保
育
所
の
新
設

や
消
防
施
設
を
は
じ
め
、
道
路
整
備
、

水
道
建
設
等
こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る

事
業
が
少
な
く
な
い
。
し
か
も
今
後
四

か
年
間
の
計
画
期
間
中
に
は
大
規
模
な

学
校
統
合
も
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
過
疎
地
域
と
い
う
ラ
ク
印
を
押
さ
れ

た
こ
と
自
体
は
、
決
し
て
名
誉
な
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
制

度
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
法
律
の
有

効
期
限
で
あ
る
五
十
五
年
ま
で
に
過
疎

現
象
を
克
服
し
、
町
の
振
興
を
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

雛暑蒙聾繋辮贈鞭馨簿六
灘ll製1萎鍵ll月
す形週大りしの年1　　　　れに衆設す

　二十十　　十
施十九八老三
　日日日人日
　　　　家
　町月町庭地
　の例交奉籍
　交出通仕調
　通納対員査
　安検策会専

九八六　　五三一
日日讐日日日五囹
節土郡消上仙教
難蓉臨懸、行
山良同習区区興月
開会慰　、敬消会
き議霊上老防総

。成間の’た日にモ　　　　て’衛のる
　’とた昭。を歯ラと日六い昭生促愛活よ水
早しめ和戦虫科ス四の月ま和思進護環る道

全査協議門
運　　議　　委
動　　会　　員

祭野会演会
露習　事

期ま十三時歯医なを六四す三想との境生に 実　　　　　会 同手
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几
又
●

舟

特
別

各
会
計
の
予
算
規
模

保育所新設予定地（上野）

曹曹雪　
9，000万

四
億
山 冒一響匿一一ロー，臼　r　r一曹一一騨一一一曹響　阜一一冒一騨璽－一　一ロ，，一〇一曹一■ 8，000万ノ￥

四
二

二
九
占

四
ノ￥ 7，000万

万
五
〇

三
〇
二
九

七
万
二

一＿』　一曹甲一　璽一　一　一一　曹■　一

一
九
一

一　一　一　一　■　臼　一雪　一，一一　一　一－曹曹一　¶　一一　一　一　一　一　嘗一P　申－ 6，000万

O 万
占 O

O

五
万

O
円

ノ、

O
O
O

一
一
一

O
円 一

億
〇
九

八
O
O
O

5，000万

円
一
一
万
八

九
｝
万

q一　一9一一一　層　．　躰 円 一一…さ一一一…七…
　　　＿　　　　O
　　　O　　　　八
曹＿＿＿万＿一一…一万　一一一

4，000万

3，000万
O
O
O
円 ” O

O
O

四’稗一一”’

　■　o　曹　臼一　

　　　五　　　　四
　　　〇　　　　〇
＿．＿一．一、O．，　一一〇一

　　　〇　　　　〇
2，000万

円
円　　　　円

1，000万冒　曹　響甲一■　一願

一＼一　　　　　一 特農 業千 事中 脈一9　特国 特国 診仙　　　特歯

般
会

　業
別共

ム済
耳　事

特孟

別易
△水
コ道

業仙
　田
特簡
別易
会水

別保

会事

別保

会施

駅　別科
特き　　　　診
別地　　　会療
会出

計 計業 計事 計道 計業 計設 計張　　　計所

計会般出歳

教
　
　
育
　
　
費

総
　
　
務
　
　
費

土
木
費

民
生
費

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

災
害
復
旧
費

公
債
費

消
防
費

　　議

　　会

　　費

11，638千円

　　予

　　備

　　費

11，231千円

21，120千円

25，990千円

商
工
費

　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　税

　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．91％

　　6，878干円
　　　　　　　　　　町　　債

10，000千円　　　　　＆72％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歳　　入
　　　　　　　　　国庫支出金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方交付税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　464，245　　　　　　　　　　8．29拓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4076％

　　　　　　　　　　　その他

県支出金
　　4．79％

分担金・負担
金寄付金3．64拓

　　　　　　　　6。89％37，159千円

40，843千円

45，186千円

69，095千円

76，697干円

108，408干円

歳出の性質別内訳一般会計
　　　　　　　　　　数字はパーセントを示す

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋／“

＋＋＋＋＋＋＋朴料＋什＋＋＋＋什＋＋＋＋＋＋＋＋＋言1

＋＋＋＋＋＋†＋＋†††＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋i嘉

　　　　懲蒸
　重公l
l鞍債“

　，

　二費　1
くll

岩
　
　
4 ．56　　こ坑

＋＋柵＋li

＋＋＋＋　　　　　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　　　　物　件　費＋＋＋＋　　　　　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋十＋＋＋
　　　　　　　　　　　　　　17。16＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　　＋＋＋＋＋
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋†††††††††††＋＋＋

叶＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ぎ

普　通　建　設

事　業　費

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋き

　＼　　　＼　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　・＼　　蕊
　　　“　　黙

　　￥　　、　人　件　費　　　　　　　　　　　＼
継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

．15

＼

補助費等

　4．48

3450 6
9

●D』’9■
二㌘’、

●
o

●
　

繰　黛

　出　■

　金

　　・　　9　　g　o　．

3．29
　　　：・

　■　9　●　Oo　，

維持補修費
　2．21

0．66 0．99

出資金貸付金　扶　助　費

　
こ
と
し
実
施
す
る

　
　
　
お
も
な
事
業
の
繭
部

　
○
白
倉
小
学
校
危
険
校
舎
増
改
築

○
簡
易
プ
ー
ル
の
設
置
（
仙
田
小
学
校

お
よ
ぴ
赤
岩
小
学
校
に
）
　
○
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
購
入
　
○
保
育
所
建
設
（
常

設
、
上
野
に
）
　
○
敬
老
祝
金
の
支
給

（
七
十
五
歳
以
上
に
、
昨
年
か
ら
）

○
ね
た
き
り
老
人
に
見
舞
金
（
六
十
五

歳
以
上
、
昨
年
か
ら
）
　
○
ね
た
き
り

老
人
の
医
療
費
助
成
（
六
十
五
歳
以
上

こ
と
し
開
始
）
　
〇
二
五
二
号
線
越
ケ

沢
ト
ン
ネ
ル
起
工
　
O
町
道
改
良
（
沖

立
線
ほ
か
十
三
）
　
O
同
舗
装
（
田
中

線
ほ
か
六
）
　
○
県
単
山
村
振
興
事
業

（
道
路
改
良
、
中
屋
敷
・
藤
沢
線
ほ
か

二
）
　
○
河
川
改
修
（
三
〉
　
O
農
業

施
設
災
害
復
旧
（
国
費
は
中
仙
田
な
ど

二
十
一
、
ほ
か
に
町
費
に
よ
る
小
規
模

復
旧
）
　
○
土
木
施
設
災
害
復
旧
（
国

費
は
水
口
沢
な
ど
七
、
ほ
か
に
町
費
の

小
規
模
復
旧
）
　
○
県
営
基
盤
整
備
事

業
（
ほ
場
整
備
、
沖
立
・
上
新
井
か
ら

着
手
）
　
○
中
仙
田
地
区
簡
易
水
道
建

設
（
加
入
予
定
“
百
三
十
戸
）
　
○
大

林
キ
ヤ
ン
プ
場
施
設
整
備
　
○
節
黒
城

跡
公
衆
便
所
整
備
　
○
月
見
ケ
原
遊
園

整
備
　
○
観
光
道
路
の
開
削
（
赤
谷
城

お
よ
ぴ
千
手
城
）
　
○
消
防
用
水
槽
建

設
（
下
平
新
田
と
根
深
に
）
　
O
消
防

ポ
ン
プ
積
載
車
購
入
　
○
同
可
搬
ポ
ン

プ
購
入
（
沖
立
・
高
原
田
・
上
野
・
仁

田
）
　
O
ゴ
ミ
収
集
車
購
入
　
○
衛
生

害
虫
駆
除
消
毒
機
購
入
　
○
へ
き
地
看

護
士
育
成
　
○
郡
市
剣
道
大
会

ごル

、
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町
民
税
税
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た

前
年
比

　
国
・
県
・
市
町
村
税
を
問
わ
ず
、
税

に
対
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

の
も
、
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
の
も
、

税
が
な
く
て
は
望
め
ま
せ
ん
。

　
こ
の
、
税
に
対
す
る
意
見
の
ひ
と
つ

に
、
〃
公
平
化
〃
を
は
か
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
町
民
税
は
納
税
者
で
あ
る
皆

さ
ん
自
身
の
申
告
を
基
本
に
し
て
課
税

し
て
い
る
関
係
か
ら
、
意
識
の
持
ち
よ

う
ひ
と
つ
（
た
と
え
ば
、
　
「
あ
り
の
ま

ま
の
正
し
い
申
告
を
し
ょ
う
。
」
　
「
ま

あ
適
当
に
し
て
お
け
。
」
等
々
）
で
、

公
平
に
も
不
公
平
に
も
な
る
お
そ
れ
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
住
民
負
担
の
軽
減
や
税
の

七
％
の
下
げ
率
で
、
最
低
税
率
に

公
平
化
の
た
め
に
、
昭
和
四
十
六
年
度

分
の
、
個
人
の
町
民
税
所
得
割
の
税
率

を
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約
一
七
％
ほ

ど
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
前
年
度
に
課
税
の
基

本
と
な
っ
た
所
得
額
と
本
年
度
の
そ
れ

が
同
じ
で
あ
る
な
ら
、
あ
な
た
の
税
金

は
一
七
％
程
度
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
い
つ
ぽ
う
、
給
与
所
得
の
一
部
を
中

心
に
、
所
得
の
伸
ぴ
の
大
き
い
か
た
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
か
た
の
場
合
は

税
額
を
比
較
し
て
、
必
ず
し
も
前
年
度

を
下
回
る
と
は
お
約
東
で
き
ま
せ
ん
。

（
所
得
が
増
加
す
れ
ぱ
、
税
金
も
、
当

然
そ
れ
に
比
例
し
ま
す
か
ら
。
）

　
今
回
の
、
町
の
税
率
引
き
下
げ
は
、

法
律
で
定
め
て
い
る
最
低
ま
で
行
な
つ

た
も
の
で
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も

川
西
よ
り
安
い
税
率
と
い
う
と
こ
ろ
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
税
の
公
平
化
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
ど
う
か
町
の
意

図
す
る
と
こ
ろ
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て

お
し
な
べ
て
願
望
で
あ
る
税
の
公
平
化

の
た
め
、
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
資
金
の
融
資

（
県
商
工
労
働
部
）

　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅
資
金
を
、
県
内

の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
勤
労
者
で
、

自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
、
増

築
、
改
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る

次
の
か
た
に
融
資
し
ま
す
。

○
住
宅
事
業
の
困
窮
度
が
高
い
（
老
朽

　
・
立
ち
の
き
要
求
・
過
密
居
住
・
世

　
帯
分
離
・
非
住
家
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
こ
と
）

○
家
族
収
入
を
含
む
年
間
所
得
額
が
お

　
お
む
ね
八
十
万
円
以
上
百
五
十
万
円

．
ま
で

O
他
に
住
宅
資
金
の
調
達
が
困
難

〔
貸
付
条
件
〕

　
三
十
万
円
以
上
七
十
万
円
ま
で
の
十

万
円
き
ざ
み
の
額
を
貸
し
付
け
、
利
率

は
年
九
・
門
％
で
、
十
年
以
内
の
元
利

均
等
の
月
賦
償
還
で
す
。

〔
申
込
み
・
そ
の
他
〕

　
受
け
付
け
は
六
月
十
日
ま
で
、
詳
し

く
は
取
扱
金
融
機
関
（
第
四
・
北
越
・

新
潟
相
互
・
大
光
相
互
各
銀
行
の
本
・

支
店
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
。

納
税
奨
励
規
程
の

一
部
改
正

　
乙
れ
ま
で
、
納
税
組
合
が
、
町
税

を
一
括
取
り
ま
と
め
て
期
限
内
に
納

入
し
た
場
合
川
西
町
納
税
奨
励
規
程

に
基
づ
い
て
納
入
税
額
の
三
％
に
当

た
る
完
納
奨
励
金
を
納
税
者
に
交
付

し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
税
本
来
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
こ

の
、
見
返
り
的
な
報
償
は
好
ま
し
く

な
い
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
す
が
、
す

で
に
、
制
度
自
体
は
、
皆
さ
ん
の
中

町
道
補
修
に

ご
協
力
願
い
ま
す

に
定
着
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
そ
の
辺
の
事
情
と
、
税

を
本
来
の
あ
る
べ
き
状
態
に
一
歩
で

も
近
づ
け
る
点
を
考
え
合
わ
せ
て
、

完
納
奨
励
金
の
交
付
率
を
、
本
年
度

分
か
ら
二
％
に
引
き
下
げ
る
よ
う
、

規
程
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
趣

旨
を
よ
く
ご
認
識
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
前
納
報
償
制
度
は
従
来
通

り
で
す
か
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
四
期

分
を
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
る
よ
う
、

あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
か
ら
、
次
の
か
た
が
た
に
町
道

補
修
員
と
し
て
お
ほ
ね
お
り
い
た
だ
い

て
い
ま
す
、

　
　
小
林
徳
太
郎
（
高
原
田
）
、

　
　
山
口
　
甚
平
（
仁
　
田
）

　
　
相
崎
　
正
男
（
沖
　
立
）

　
車
の
大
型
化
と
年
々
の
台
数
増
加
と

に
よ
っ
て
、
道
路
の
損
傷
は
、
は
な
は

だ
し
い
も
の
に
な
り
、
皆
さ
ん
に
も
、

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。

　
補
修
員
が
補
修
巡
回
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
）

　
内
職
の
相
談
は

　
　
　
　
　
次
へ
ど
う
ぞ

　
こ
の
た
ぴ
、
県
で
は
次
の
よ
う
に
内

職
相
談
員
を
配
置
し
、
皆
さ
ん
の
ご
相

談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
場
所

　
　
　
六
日
町
公
共
職
業
安
定
所

○○

相
談
日

　
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

（
国
民
の
祝
塁
年
末
年
）

　
　
始
の
各
三
日
間
は
除
く

時
　
間

　
午
前
九
時
～
　
午
後
四
時

地
方
交
付
税
の
伸
び

（
予
算
紹
介
の
つ
づ
き
）

四
十
六
年
度
・
：
：
：
・
：

　
一
億
八
九
二
〇
万
円
（
歳
入
全
体
の
四
〇
・
八
％
）

三
十
五
年
度
：
：
：
・
：
・
・

　
　
　
　
一
七
五
〇
万
円
（
歳
入
全
体
の
一
八
・
七
％
）

4，000万

訳
3，000万

　　1

内の
　　2，000万

町・税
　1，000万

円千13」18

円
　
　
　
　
円

千
　
　
　
干

ハ
∠
　
　
　
　
　
5

6
　
　
　
　
　
　
り
乙

円千
，
，
，

65β52

2
　
　
　
　
£

（
』
U
　
　
　
　
　
　
』
喝

6
　
　
　
　
　
　
り
乙

　
1

度
　
　
　
度

年
　
　
　
年

【
」
　
　
　
　
　
　
ρ
U

り
●
　
　
　
　
　
　
』
嶋

和
　
　
　
和

昭
　
　
　
昭

円干8316
、
　
　
5

円千35β01

干791
円千462

円
　
3

円千4902

61」1
円千21

円
　
2

千
4

円辮
稲

3
　
　
　
　
　
　
　
【
」

町民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気ガス税

木材引取税

旧法による税

、
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交
通
指
導
員
が
誕
生

高
橋
保
夫
さ
ん
ほ
か
九
人

　
交
通
事
故
は
、
年
々
～
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
ご
紹
介
し
て
み
る
と
、
昨

年
度
、
町
で
県
交
通
災
害
共
済
組
合
に

加
入
し
た
三
千
九
百
二
十
九
人
の
う
ち

三
月
末
ま
で
に
見
舞
金
の
支
給
を
受
け

た
か
た
は
二
十
七
人
に
達
し
、
掛
金
総

額
の
百
三
十
四
万
円
に
は
わ
ず
か
に
及

ぴ
ま
せ
ん
が
、
百
十
一
万
円
の
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
数
字
は
、
災
害
共
済
と
い
う

一
部
分
か
ら
み
た
状
況
に
す
ぎ
な
い
う

え
、
最
近
は
、
特
に
大
き
な
事
故
に
遭

遇
さ
れ
た
か
た
が
多
い
の
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
、
町
と
し
て
は
、
交
通
安
全

の
保
持
と
い
う
点
に
最
大
の
配
慮
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
懸
案
だ
っ
た
交
通
指
導
員
設
置
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
さ
る
四
月
一
日
に

各
地
区
か
ら
え
り
す
ぐ
っ
た
十
人
の
指

導
員
を
委
嘱
し
、
学
童
や
園
児
の
通
学

通
園
時
に
お
け
る
安
全
確
保
、
歩
行
者

や
自
転
車
運
転
者
の
交
通
安
全
教
育
な

ど
に
つ
い
て
、
指
導
員
を
中
心
に
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
〕

千
手
地
区

　
〃

　
〃橘

地
区

　
〃

　
〃

仙
田
地
区

　
〃

上
野
地
区

　
〃

小
林
　
健
三
・
木
　
島

平
野
正
義
・
上
町

北
村
日
出
太
・
山
野
田

村
越
利
雄
・
野
口

田
中
冨
士
雄
・
仁
　
田

高上南片田
橋村雲桐口

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
加
入
す

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
掛
金
は
、
一
律
三
百
五
十
円
、
役
場

の
窓
口
で
す
ぐ
手
続
き
で
き
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

引
き
続
き
、

　
　
　
　
太
田
さ
ん
が

　
行
政
相
談
委
員
に
中
央
町
・
太
田
長

栄
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
以
来

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
行
政
上
の
苦
情
相
談
は
、
遠
慮
さ
れ

ず
に
太
田
さ
ん
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

俗
資
料

　
　
　
〔
四
月
分
〕

手
品

北須川増星水田高田
爪藤崎田名落村橋口
美
和敏郷直義一秀澄雅
子之士樹光美和子代
博博正博義幸俊幸鐡
史英夫史則夫秀一男

長二長ニニニ長長長
女男男男男女女女女
永
久下越室学原赤赤上
公　 ケ　　校
舎原沢島町田谷谷野

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

秀
雄
・
木
落

昌
好
・
大
自
倉

教
・
中
仙
田

晴
夫
・
上
野

保
夫
・
三
領

民鞭
入

↓
嚢
つ
り
の
鑑
で
議
す
る

　
交
通
指
導
員
（
三
日
写
す
）

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
た
で
し
ょ

　
　
　
　
ン

　
舞
つ
カ
？

　
皆
さ
ん
の
ご
認
識
の
結
果
、
新
潟
県

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
状
況
は
、
四

月
末
日
現
在
で
四
千
五
百
四
十
五
人
に

達
し
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
六
百
十
六

人
の
増
で
、
加
入
率
は
約
四
一
％
に
な

り
ま
す
。

　
年
々
、
加
入
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
増
加

し
て
は
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
市
町
村

と
比
較
し
た
場
合
、
加
入
率
は
ま
だ
低

い
方
で
す
。

　
出
か
せ
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
か
た
を
は

じ
め
、
未
加
入
の
か
た
は
い
ま
か
ら
で

紙
す
き
道
具
一
式
・
和
紙
・
か
め
・
酒

か
め
・
お
け
・
ま
す
・
こ
う
じ
箱
・
薬

草
切
り
・
竹
か
ご
・
す
だ
れ
・
あ
ん
か

・
く
つ
・
標
札
・
看
板
・
ラ
ン
プ
・
灰

ざ
ら
・
調
合
ざ
ら
・
こ
い
の
ぼ
り
・
古

文
書

灘
　
寄
　
贈
　
者
（
敬
称
略
）

佐
藤
栄
作
（
小
脇
）
、
酒
井
軍
平
（
中

央
町
）
、
斉
木
義
平
（
神
社
町
）
、
高

橋
久
蔵
（
三
領
）
、
　
登
坂
信
治
（
赤

谷
）
、
藤
本
秀
雄
（
伊
友
）

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高
橋
　
美
織
　
進
　
　
二
女
　
坪
　
山

押
木
郁
夫
　
篤
美
　
長
男
田
　
戸

◎’◎◎r◎◎r◎◎‘◎◎r◎《γ◎◎r◎◎’◎《γ◎◎’◎◎r◎◎一◎《γ◎◎一◎◎r◎

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎

小
林
恒
夫

林
　
慶
子

星
野
勝
行

池
内
美
江
子

中
條
福
男

金
澤
カ
ズ
コ

中
仙
田

新
発
田
か
ら

発
電
所
通
り

＋
日
町
か
ら

岩
瀬

＋
日
町
か
ら

登
坂
茂
利
赤
谷

吉
田
　
保
子
　
東
　
京
か
ら

上
村
　
福
榮
　
田
　
戸
か
ら

上
村
通
子
上
野
．

田
村
　
紀
元
　
鶴
　
吉

田
村
　
良
子
　
鶴
　
吉
か
ら

高
橋
　
寅
三
　
仁
　
田

山
田
キ
イ
子
　
十
日
町
か
ら

黒
嶋
　
一
利
伊
友

黒
嶋
ア
ツ
子
　
高
原
田
か
ら

高
橋
保
夫
大
白
倉

春
日
あ
い
子
　
飯
　
山
か
ら

小
嶋
　
俊
一
　
新
町
新
田

小
柳
イ
チ
子
　
元
　
町
か
ら

相
馬
光
明
木
落

渡邊

　
久
子
　
松
之
山
か
ら

登
坂
　
良
三
　
岩
　
瀬

山
口
　
栄
子
　
神
奈
川
か
ら

滋
野
敏
夫
野
口

五
十
嵐
美
知
子
　
野
口
か
ら

佐
藤
義
徳
藤
沢

高
橋
ち
よ
子
　
高
　
倉
か
ら

土
田
正
男
上
野

田
村
フ
ミ
子
　
鶴
　
吉
か
ら

σ◎

翻
踏
霧
講
か
ら

σ◎

翻
辮
輔
鷺
か
ら

σ◎　
新
郎
　
片
桐
　
　
博
　
中
島
町
か
ら

　
新
婦
　
片
桐
キ
ミ
子
　
野
　
口

σ◎　
新
郎
　
数
藤
　
和
徳
　
沖
　
立

　
新
婦
武
田
由
美
子
新
潟
か
ら

懸
謬
鑑
誓
か
ら

鱒　
新
郎
　
田
中
　
俊
一
　
下
　
原

　
新
婦
　
竹
内
　
夏
代
　
三
　
重
か
ら

碗　
　
　
　
　
　
　
　
猛
木
島

　
新
郎
大
井

　
新
婦
　
阿
部
　
信
子
　
十
日
町
か
ら

σ◎　
　
　
　
　
　
　
　
昇
木
，
落

　
新
郎
田
口

　
新
婦
　
岩
田
　
文
枝
　
十
日
町
か
ら

の　
新
郎
　
江
口
　
通
博
　
小
白
倉

　
新
婦
　
片
桐
　
克
子
　
小
白
倉
か
ら

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

黙縫暑
藤ツハ常肚
松ネノレ治一・

金
子
フ
ジ
ノ

丸高南小小上
山橋雲林林村

鼎舛孚榮

伊
友

鶴
吉

沖
立

四
郎
兼

野
　
口

岩
瀬

下
平
新
田

新
町
新
田

中
仙
田

中
仙
田

田
　
戸

根
深

八七七七七六六六六六五五
二九七四一九五四四〇九六

金
子
き
ん
か
ら

　
　
　
　
香
典
返
し

　
四
月
十
四
日
に
な
く
な
ら
れ
た
金
子

フ
ジ
ノ
さ
ん
（
岩
瀬
）
の
ご
遺
族
金
子

幸
作
さ
ん
か
ら
、
香
典
返
し
と
し
て
、

老
人
福
祉
に
役
だ
て
て
ほ
し
い
と
、
町

に
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

納
税
メ
モ

今
月
は

　
　
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
の
納
期
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
賦
課
さ
れ
、
こ
と

し
か
ら
、
カ
タ
ピ
ラ
ー
式
コ
ン
バ

イ
ン
も
、
そ
の
他
の
特
殊
自
動
車

と
し
て
課
税
対
象
に
な
り
ま
し
た

　
な
お
、
一
二
五
C
C
ま
で
の
原

付
自
転
車
お
よ
ぴ
小
型
特
殊
自
動

車
（
耕
運
機
）
以
外
の
軽
自
動
車

で
、
賦
課
期
日
後
に
購
入
し
て
納

税
義
務
が
生
じ
た
り
、
廃
車
等
で

消
滅
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
月

割
り
計
算
で
課
税
し
ま
す
。

　
六
月
は
町
・
県
民
税
第

一
期
分
の
納
期
月
で
す
。

　
　
醸

鴇
か
露

偲
太
田
白
南
風
選

　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

○
庭
広
し
庭
石
大
き
鯉
大
き

○
苗
床
の
片
す
み
花
の
種
を
蒔
く

雲
雀
と
ぶ
畑
の
麦
の
さ
く
を
切
る

　
　
　
元
町
金
子
鉄
舟

晒
し
た
る
山
笠
う
ご
く
五
つ
六
つ

北
窓
の
高
き
一
つ
を
開
き
け
り

　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

夏
服
の
巡
査
も
来
た
り
麦
の
秋

水
仙
花
活
け
て
事
務
の
娘
愛
ら
し
き

　
　
　
在
長
岡
金
子
且
雀

昼
上
り
側
溝
歩
る
春
の
水

陽
炎
の
立
ち
昼
近
き
工
場
棟

　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

出
稼
も
帰
り
て
雪
も
皆
と
け
て

ダ




